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オホーック文化 をもたらした人々の形質の研究

については、古 くは京都大学の清野謙次、さらに

は、北海道大学の児玉作左衛門、伊藤昌一らのす

ぐれた業績がある。オホーツク文化人頭蓋の特徴

をとらえ、北海道のアイヌとの間にはっきりとし

た形態的な違いを見い出 したことである。これは

北海道やサハ リンにアイヌとは異なる人類集団が

居たことを証明 したものであり、日本の考古学 ・

民族学の研究者に与 えた影響は測 り知れない。

オ ホー ッ ク文 化 の 由来 を求 め る研 究 は、考 古

学 ・歴 史学の方面 と同時 に、形 態人類学 の分野 で

もな されて きた。児 玉作左衛 門 は、 モ ヨロ貝塚 出

土 人骨 の頭蓋 の研 究に基づ いていわ ゆる アリュー

ト説 を打 ち出 した(児 玉,1948)。 これ が大 きな

問題 を投 げ かけた ことは、菊池 の論文 に詳 しい(菊

池,1987)。 これ に続 いて、東京大学 の鈴木 尚は、

オホー ック文化人頭 蓋が ア リュー トよ りもエ スキ

モー に似 て い る と発 表 した(Suzuki,1958)。 こ

のよ うに、 オホー ツク文化人 の頭 蓋骨 を見 る と、

上顎骨 と下顎骨 が大 き く扁平 な顔 を しているので 、

直観 的に極北 の人類 集団 と結 び付 けて しまって も

無理 はないか も しれない。 しか し、頭蓋 のい ろい

ろな計測値 を吟味 する と違 った結 果が 出て くる。

札幌 医科 大学在任 中に稚内市 の大岬遺跡 人骨 を調

査 した、国立科学博:物館人類研究 部の 山口敏 は、

ソ連 の人類学者が調査 したシベ リアの集 団のデ ー

タを用 いて、 オホー ツク文化 人 との間 の形 態距離

を算 出 した結果 、オホー ツク文化 人 は北東 アジア、

とくに アムー ル川下 流域 に住 む ウリチ な どの民族

集団 に近 い とい う結果 を出 した(山 口,1975,1981)。

大 岬遺跡 の人骨 を分析 した石 田(1988)も 同様 の

結果 を得 てい る。

国外 で も、 中国 のWeiとZhangは 大 岬遺 跡 の頭

蓋 の計測値 を中 国東北 部の人 々 と比較 し、 オホー

ヅ ク文 化 人の 由来 を大 陸 に求 め てい る(Weiand

Zhang,1989)。 ロ シアの 人類 学 者、 コ ジ ンッ ェ

フは実際 にオホー ック文化人骨 を調 査 し、頭 蓋に

見 られるい ろいろな形 態変異 か ら、サハ リンや ア

ムール川 流域 に住 むニ ヴフ、 ウ リチ、 ナナイに類

似 する との見解 を出 して いる(Kozintsev,1990,

1992)。 埴 原和 郎(1986)は 、 モ ヨロ貝塚 人骨 の

頭蓋計測値 を分析 し、児 玉 のア リュー ト=エ スキ

モ ー説 を支持 す る とも受 け とれる文 章 を書 いてい

るが、 シベ リア集 団 とは比較 してお らず、 これは

単 にアイヌ との形態 的 な違 いを強調 して いる と考

えてよい。

一方
、 オホー ック文化 の生業形態 、生活 につい

て の復元 は考古学 に独 占 されて きた。 しか し、人

骨 の中の コラー ゲ ンを用い た安定 同位 体分析 の結

果、食性 を復 元す る ことが可能 にな り(小 池他,

1992)、 さ らに、人骨 に現 れる生 活痕 を利 用 して、

古代 の人々の生活 を復元 しよ うとする骨考古学 が

盛 んに な って きて い る(片 山,1990)。1990年 の

ウ トロ遺跡神 社 山地点 の調査 では、2体 の成人女

性人骨 を発掘 す るこ とがで きた。今 回 は、 この人

骨の形態特徴 を記載 し、計測す る とともに、 い く

つか病的 な所 見が見 られたの でこれ を報告 し、少

しで も当時 の生活 を知 る手が か りを見い出す こと

を 目的 としたい。

方 法

頭 蓋 の 計 測 は マ ル チ ンの方 法(Knussmann,

1988)に 従 った が、Howells(1973)に よ る上顔

高の計測方 法 も併用 した。顔面 の平坦性 につ いて
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はYamaguchi(1973)に 基 づ いて計測 を行 なった。

頭 蓋 形 態 小 変 異 に つ い て は お も に百 々 の 基 準

(Dodo,1974)に 従 い、 そ の有 無 を判 定 した。

四肢骨 の計測 は、や は り、 マルチ ンの方 法 に従 っ

たが、大腿骨 の骨体 上部 は、最大径 および最小径

を計 測 して いる。脛骨 骨体 の横 径 はValloisの 方

法(Olivier,1960)に よ り計 測 を行 なった。歯冠

について は、藤 田(1949)の 方 法 に従 い、埴原が

計測 を行 なった。

計測と観察

6号 と7号 人骨の頭蓋計測値および示数を表1

に、頭蓋形態小変異の有無 を表2に 示す。四肢骨

の計測値 については表3、 歯冠の計測と形態につ

いては表の4に 示 した。'

1)6号 人骨(図 版1,2)

全身の骨格が残存するが、保存状態 はそれほど

良 くない。横臥で埋葬 されていたため、頭蓋冠の

歪みが大 きい。頭蓋、四肢骨の形態、寛骨の大坐

骨切痕の形態は、この個体が女性であることを示

している。頭蓋の縫合は外板でラムダ縫合などの

一部に残 っているものの内板では完全 に癒合 して

いる。歯の咬耗は4度 とたいへんに進んでおり、

第1大 臼歯 は歯髄腔が露出 している。また、寛骨

の耳状面の荒れが強い。これらの所見を総合する

と、この個体の年齢は熟年 と判断できる。

表1.頭 蓋主要計測値

Measurements No.6No.7

1.Maximumcraniallength

5.Nasion-basionlength

8.Maximumcranialbreadth

8:1

9.Minimumfrontalbreadth

9:8

10.Maximumfrontalbreadth

9:10

17.Basi-bregmaticheight

l7:1

17:8

23.Horizontalcircumference

l7:23

24.Transversearc

25.Mediansagittalarc

26.Frontalarc

26:25

27.Parietalarc

27:25

27:26

28.Occipitalarc

2825

2826

2827

40.Basion-prosthionlength

40:1

40:5

43.Upperfacialbreadth

9:43

45.Bizygomaticbreadth

45:8

46.Mid-facialbreadth

46:45

72

=

一
87

二

=

=

=

=

30

1
⊥

1

183

104

155

84.7

87

56.1

123

7

3

8

0

1

6

5

3

8

2

6

2

7

1

4

　

　

　

コ

　

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

7

0

4

5

7

6

3

3

3

2

3

1

1

3

0

9

0

4

6

4

3

9

6

6

4

7

4

8

9

4

2

4

9

1

3

3

3

0

3

3

0

9

0

5

9

0

8

4

9

9

6

3

3

1

1

1

1

1

1

1

1⊥

民」

Measurements No.6No.7

48.Upperfacialheight

48:45

48:46

481Upperfacialheight(Howells)

51.Orbitalbreadth

52.Orbitalheight

52:51

54.Nasalbreadth

55.Nasalheight

54:55

60.Maxillo-alveolarlength

61.Maxillo・alveolarbreadth

61:60

62.Palatallength

63.Palatalbreadth

63:62

66.Bigonialbreadth

70.Ramusheight

71.Ramusbreadth

71:70

43(1).Forntalchord(fmo-fmo)

43c.Frontalsubtense(n)

43c:43(1)Frontalindex

57.Simoticchord

57a.Simoticsubtense

57a:57Simoticindex

46b.Zygomaxillarychord(zma-zma)

46c.Zygomaxillarysubtense(ss)

46c:46bZygomaxillaryindex
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表2.頭 蓋形態小変異 部 が広い こ とを示 して いる。

Traits
No.6No.7

rlrl

1.Metopism

2.Supraorbitalnervegroove

3.Supraorbitalforamen

4.Foramenmeningo・orbitale

5.Infraorbitalsuture

6.Accessoryinfraorbitalforamen

7.Ossicleatthelambda

8.Interparietals

9.Biasterionicsuture

10.Asterionicbone

l1.Occipito-mastoidwormians

12.Parietalnotchbone

13.Condylarcanal

14.Thirdoccipitalcondyle

15.Precondylartubercle

16.Paracondylarprocess

l7.Hypoglossalcanalbridging

18.Tympanicdehiscence

19.Ovale-spinosumconfluence

20.ForamenofVesalius

21.Pterygo・spinousforamen

22.Pterygo・alarbridging

23.Medialpalatinecanal

24.Auralexostosis

25.Transversezygomatic・suturevestige

26.Clinoidbridging

27.Accessorymentalforamen

28.Mylohyoidbriding

29.Mandibulartorus

30.Jugularforamenbridging

31.Intermediatecondylarcanal

32.Sagittalgrooveflexesleft

33.Palatinetorus
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上顎切歯 の舌側 面 はシ ャベ ル状で ある。上顎 の

小 臼歯、大 臼歯 が舌側 に強 く頬側 は弱 く咬耗 し、

斜 め に咬耗 が進 んでい る(図 版2,C,D,E)。

上 下左右 の第1大 臼歯 の歯根 は膨 らみ、歯根膿瘍

の所見が認 め られ る(図 版2,A,B,F,G)。

上腕骨はやや細 く、左には滑車上孔が見られる

(図版1,C)。 右側の上腕骨骨体擁骨神経溝の下、

外側前面に栄養孔がある。大腿骨の骨体上部は扁

平であるが、骨体中央は柱状形成が見られず、左

側はかえって横径が大 きく前後につぶれた横断形

となっている。膝蓋骨の関節面には関節症性の変

化が認められる。脛骨の骨体は扁平であ り、鉛直

線が発達 し下方へ伸びている。大腿骨 と脛骨の骨

体の表面に骨膜炎様の変化が認められる(図 版1,

E)。

2)7号 人骨(図 版3,4,5,6)

全身の骨格が良好に残存する。頭蓋は大 きいが、

乳様突起は小 さい。寛骨の大坐骨切痕 は広 く、恥

骨下枝が細 くくびれているなど女性的な特徴が多

い。下肢骨は大 きめであるが、鎖骨 を始めとする

上肢の骨はやや小 さい。これらの形態を総合的に

判断すると、この個体の性別は女性 と推定 される。

頭蓋の縫合は外板で矢状縫合が閉じており、内板

はすべて閉じている。また、歯の咬耗は3か ら4

度程度であ り、恥骨結合面の形態から見てもこの

個体はそれほ ど若 くな く、40歳 程度と推定できる。

+:有 、 一:無 、/:不 明

眉間と眉弓の発達は弱い。眼窩外側の上部は眼

窩上三角 と呼べるほどはっきりとはしていないが、

面 を形成する傾向にある。眼窩上縁は鋭 く、右に

眼窩上孔を認める。頬骨の縁突起はやや下方にあ

り、鈍な突起 となっている。顔面頭蓋は復元がで

きず、詳細は不明である。外後頭隆起は認め られ

ず、上下の項線 も不明瞭である。右の後頭穎に関

節症性の変化が認められる。下顎窩は広 く大 きい。

乳様突起は小 さいが、乳突上稜ははっきりと認め

られる。側頭骨の頬骨突起は外側方へ張 り出すよ

うに伸びる。側頭線の位置が高 く、側頭筋の起始

バジオ ン ・ブ レグマ高が大 き く、後 ろか ら見る

と尖 った様 にな ってお り、Lophokephalieと み な

して よい(図 版3)。 眉 間 と眉 弓 の発 達 は と もに

弱 い。眼窩上縁 はやや鋭 く、右側 に眼窩上孔 があ

る。前頭 鼻骨縫合 の陥凹 はな く、鼻骨 自体 も小 さ

く平坦 である。頬骨 にあ る咬筋 の付 着面 の発 達が

強 く、頬骨弓が外側 方へ張 り出す。縁突起 はあ ま

り大 き くない。横頬骨 縫合(後 裂)が 左右 に見 ら

れる。最小前頭幅 が87mmと 狭 く、それ に比 べて最

大 幅 は155mmと 大 きい ので こめ か みが絞 り込 まれ

たよ うな印象 を受 ける。顔面 は広 く高 い。鼻 幅 は

狭 く、鼻 高 は高 いので梨状 口はたいへ ん狭 い。逆

に上顎骨 は大 きく、犬歯窩 は浅 い。外後頭 隆起 は、
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表3.四 肢骨主要計測値

Measurements
r

No.6

1 r

No.7

1

Humerus

1.Maximumlegth

2.Totallength

5.Maximummid-shaftdiameter

6.Minimummid・shaftdiameter

6:5

7.Minimumcircumfernce

7:1

22

15

68.2

57

21

15

71.4

56

23

16

69.6

61

290

286

24

16

66.7

63

21.7

Femur

1.Maximumlength

2.Physiologicallength

6.Sagittalmid-shaftdiameter

7.Transversemid.shaftdiameter

6:7

8.Mid-shaftcircumference

8:1

8:2

9'.Maximumsubtrochantericdiameter

10'.Minimumsubtrochantericdiameter

10':9'

26

26

100.0

81

34

21

61.8

25

26

96.2

81

33

21

63.6

412

409

27

27

100.0

86

20.9

21.0

33

23

69.7

415

410

28

27

103.7

87

21.0

21.2

33

23

69.7

Tibia

1.Lateralcondyle-malleolarlength

la.Spino・malleolarlength

8.Maximummid-shaftdiameter

9'.Transversemid-shaftdiameter

9':8

8a.Sagittaldiameteratnutrientforamen

9a'.Transversediameteratnutrientforamen

9a':8a

lO.Mid-shaftcircumference

lOa.Circumferenceatnutrientforamen

lOb.Minimumcircumferenceofshaft

lOb:1

28

18

64.3

(33)

(20)

(60.6)

64

320

327

27

21

77.8

31

24

77.4

76

88

68

21.3

323

330

27

20

74.1

31

24

77.4

75

88

70

21.7

Tibio-femoralindex(Tla:Fl)

Tibio-femoralindex(Tla:F2)
79.4

80.0

亡
0

〔
」

0
α

0

7
σ

8

ほとんど発達 しない。最上項線および上項線は弱

いながらも認められる。項平面は全体 としてなだ

らかで広い。下顎窩は広 く大きい。関節結節に関

節症性の変化が見られるが、下顎頭にも同様の所

見がある。乳様突起 は小 さいが、筋付着部の発達

は良 く、乳突上溝および乳突上稜 も強 く発達する。

側頭線は左側よりも右側が強く発達する。下顎骨

左の舌下腺窩が深い。下顎枝はやや斜めにたおれ

ているが幅広い。角前切痕が認められる。下顎隆

起および口蓋隆起 ともに見られる。左の上顎第2
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表4.歯 冠計測値及び歯冠形態

No.6 No. 7 No.6 No.7

Measurements
M-D B-L M-D B-L

Traits
R L RL

UI1 7.98 7.49 6.69 Sh・velling(Ull) 十

UI2 7.39 6.97 Depth 0.75

C' 7.74 8.39 7.83 7.95 Shovelling(UI2) 十 十

UP3 6.93 9.53 6.92 9.66 Hyp・c・ne(UM2) +(2-3) +(2)

UP4 8.82 7thcusp(LM1) 一

UM1

UM2 (9.47) 10.81 9.90 10.95

UM3 8.99 9.62 8.70 8.94

LI1 5.38

LI2 5.89

C, 7.25 7.42

LP3

LP4 6.66 8.28 6.66 7.95

LMl ll.09

LM2 10.08 10.70 ll.01

LM3 10.93 9.90 10.58 9.83

大臼歯 に遠心舌側咬頭があるが、下顎の第1大 臼

歯 には第7咬 頭 は見られていない。

環椎 の右 にPonticulusposteriorが 見 られ る(図

版6,A)。 第7頸 椎 の棘突起 が右 に傾 い て伸 び

てい る(図 版6,B)。 病 的か否 かは不明 である。

左 の肩 甲骨 の肩 峰関節面 が大 き く、粗 で荒れ てい

る(図 版6,C)。 寛 骨 の腸骨翼 の弩 曲が大 きい。

大 腿骨 は殿筋粗 面、転子下 窩が発達 し、骨体上部

が扁平で あるが、骨体 中央 の柱状形成 は弱 い(図

版5,B)。 脛 骨 の骨体 は扁 平 で はな く、鉛 直線

が不 明瞭 である。下関節面 の前縁、距骨 の頸 に樽

鋸 面が見 られる(図 版6,E)。 最 大長 を基 に した、

脛骨 大腿骨示 数 は79.4で あ り、脛骨 が相対 的 に短

いo

形 質の特 徴

ウ トロ遺跡神社 山地点 か ら1990年 に発 見 された

人骨 には、北方 モ ンゴロ イ ドの特徴 がは っ きりと

見 られて いる。保存 のよい7号 人骨 の頭 蓋計測値

で は、頭蓋冠 が丸 く高 く、顔面が高 く広 い こ とが

わか る。 また、顔 面 の平坦性 も、頬上 顎骨平坦示

数がやや大 きいほか は、前 頭骨示数 、鼻 骨示数 と

もに顔面が平坦 であ る ことを示 している。頭蓋 の

主 要計測値17項 目を用 いて、7号 人骨 か らのペ ン

ロー ズの形 態距離 を求 めた(Penrose,1954)。 比

較 集団 は、 オホー ツク文 化人(Ito,1965:Ishida,

1988)、 北 海 道 ア イ ヌ(Koganei,1893:Yamaguchi,

1973)、 縄 文 時 代 人(Dodo,1986:Yamaguchi,1980)

お よ び ア ム ー ル 川 下 流 域 に 住 む ウ リ チ(Ishida,

unpublisheddata)で あ る 。 結 果 は オ ホ ー ツ ク 文

化 人(3.11)と ウ リ チ(3.94)に 近 く、 北 海 道 ア

イ ヌ(4.25)や 縄 文 時 代 人(5.03)と は 遠 い と の

結 果 で あ っ た 。

頭蓋 の形態小変異 の出現 の有 無で は、眼窩 上孔、

横頬骨 縫合(後 裂)が 認 め られる。 また、口蓋隆

起 な らび に下顎 隆起 が存在 し、従来 のオホー ツク

文化 人骨の特徴 を持 って いる。歯冠形態 で も上顎

の中切 歯 ならびに側切 歯 に シャベ ル形態 があ り、

上 顎第2大 臼歯 に遠心 舌側咬頭 が認め られる こと

か ら、 いわ ゆる 「中国型 歯列」(Turner,1990)

の群 に属 す る と思 われ る。・

四肢骨 で は、7号 人骨 の上腕骨 は骨体 が太 くし

か も扁 平であ り、大 岬遺跡 の男性 の オホー ツク文

化 人骨(三 橋 ・山口,1962a)の 特 徴 と類 似す る。

大腿骨 は、骨体上部 が扁平 であるが、骨体 中央の

横 断示 数 は100前 後 の値 であ り、柱状形成 はない。

これは、大岬遺 跡の男性 の オホー ツ ク文化 人骨(三

橋 ・山 口,1962b)と は や や異 なる。脛骨 は、6

号 人骨 で は骨体 が扁 平で あるが、7号 人骨 で は骨

体 が丸 く扁平性 を示 していない。先 に述べ た よう

に、最 大長 を基 に した脛骨大腿骨 示数 は右 で79.4
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で あ り、脛骨 が相対 的 に短 く、北方 モ ンゴロイ ド

の特徴 を持つ。

生活痕および病変

1)歯 の咬耗 と根尖性歯周炎

6号 および7号 人骨の歯の咬耗は著 しい。一般

に、成長後の歯冠に物理化学的に変化をもたらす

原 因 として、四つ の要 因が考 え られ る とい う

(Scott,1991)。 一つが食物による咬耗ない し摩

滅、二つめが歯を道具 として使用することによる

摩耗、三つめがキセルやラブレットを使 うことに

よって歯に残る何 らかの痕跡、最後は意図的に歯

にいろいろな装飾を施す場合である。食物による

咬耗ないし摩滅 は、世界中の先史時代人骨によく

見られる。今回の例 もこの原因によることは間違

いない。 しかし、咀噛力が強いために進 む咬耗 と

食物 に細かい砂などが混ざっていたための摩滅の

どちらがどの程度関与 したかを確かめることはな

かなか難 しい。

もう一つ の原 因、つ ま り歯 を道具 として使用 し

たか どうか とい う点 につ いて考 えて みたい。 ウ ト

ロの例 で はエ スキモーの女性 に しば しば存在 す る

前歯 を皮 なめ しに使 うた めに起 こる舌側へ の丸 ま

った咬耗 は見 られなか った。 ただ し、 ウ トロ遺跡

以外 の オホー ツク文化 人骨 で、舌側 へ の丸 まった

咬耗 を見つ けるこ とがで きた。 まだ、 オホー ツク

文化 の人骨すべ てを調査 したわけで はな く、統 計

的 な ことはい えないが、歯 を道具 と して使用 した

可能性 はおお いにある と思 われる。

6号 人骨の上下左右の第1大 臼歯の周囲には、

根尖性歯周炎(い わゆる歯根膿瘍)と 思われる病

変像が見 られた。第1大 臼歯の咬耗がもっとも激

しかったので、歯髄腔が露出 し、感染がおこり、

歯髄炎から病巣が歯周部、骨へ と広がり現在みら

れる病変 となったのであろう。今回の例のように、

肉眼ではっきりと認められる場合は良いが、 レン

トゲ ン像でしか診断で きない例もあり、先史時代

人骨資料にみられる根尖性歯周炎の頻度 はかなり

低 く見積もられているという(Lukacs,1989)。

7号 人骨の左肩甲骨の肩峰関節面には関節症性

変化がみられた。右の肩甲骨は残念 ながら肩峰関

節面が残存 していなかった。左右肩甲骨の関節窩

にも軽度の関節症性変化がある。Merbs(1983)

はカナダイヌイ ト集団 を調査 し、肩峰関節面の変

化を観察 した。それによると、肩峰関節面の関節

症性変化は男性 に多 く、女性の場合、右側に多い。

Merbsは 、この病変の原因として、モリを投げる

こと、カヤックを漕 ぐことをあげている。また、

関節窩の関節症の原因 として、女性の場合、皮を

剥 ぎとる労働 を考えているようである。今回の例

では、右は不明で左 に肩峰関節面の関節症が見ら

れたが、上腕骨が左の方が太 く大 きいので、左利

きの可能性もある。関節症性変化からす ぐに特定

の労働 を考えるのは短絡的であろうが、民族学的

な事例 を参考にすることも必要かもしれない。

3)樽 鋸(そ ん きょ)面

人 が踵鋸 の姿勢 をとった時 、股 関節、膝 関節 お

よび距腿 関節が過度 に屈 曲す る。樽鋸 の習慣 を持

つ人 々の下肢骨 にはいろい ろな特徴 的 な所見 が現

れ て くる と考 え、 内外 で数多 くの研 究が な されて

いる。 日本 で も、埴 原(1956)、Morimoto(1959,

1960)、 馬 場(1970)、 森 本(1981)な どの研究 が

知 られている。三つ の関節の 中で 、距腿 関節 、つ

ま り脛骨 の下関節面 と距 骨の距骨滑車 な らびに距

骨頸 に現 れる樽 据面 は、樽 鋸の習慣 をよ く反映 し

てい る と考 え られ ている。

ウ トロ7号 人骨の距腿 関節 には、脛骨 の下関節

面 に外側樽鋸 面、距骨頸 に頸結節(森 本,1981)

が み られる。 実 は、 オホー ック文化 の人々 にこの

よ うな樽据面 が多 く認 め られる こ とが、三橋 と山

口(1962c)に よ る大 岬 人骨 の研 究 です で に明 ら

か に され てい る。 と くに、脛骨 下 関節 面 には、6

号 人骨の例 にある ような単 なる横 長 の紡錘 形延長

のみな らず、舌状 に高 く伸 びた もの もある とい う。

この他 の所見 も含め、三橋 と山口 は、 「樽 鋸位 が、

大 岬群 にお いて も休 息姿勢 として一般化 していた

とい う推 測 は成 り立 つ と考 え られ る。」 と述べ て

いる。加 えるな らば、作業時 に も樽 鋸 の姿勢 をと

る ことが多 いこ とを指 摘 してお きたい。

2)肩 甲骨の肩峰関節面にみられた関節症
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図版1.6号 人骨.A:頭 蓋 正 面観,

膜 炎.

B:頭 蓋 側面観,C上 腕骨,D下 肢 骨,E脛 骨 に見 られる骨
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A

o

図版2.6号 人 骨 に見 られ た歯 の咬耗 と根尖性 歯周 炎.A:左 上 顎骨 と歯(内 側 よ り),B:右 上 顎骨 と

歯(内 側 よ り),C:左 上 顎骨 と歯(後 方 よ り),D:下 顎 骨上面観,E:右 上 顎骨 と歯(後 方 よ り),

F:下 顎 体左側 面観,G:下 顎 体右側面 観.
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図版3.7号 人 骨頭蓋.
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A

図版4.7号 人 骨.A右 側 の歯列,B左 側 の歯列.
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図版5.7号 人 骨.A四 肢 骨,B大 腿 骨骨体 上部後面.発 達 した転子 下窩.
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A

臨

齢

図版6・7号 人骨 ・A:環 椎 に見 られたPonticulusposterior,B:棘 突 起が右 に傾 いて伸 びている第7頸 椎 ,

C:左 肩 甲骨 の肩 峰関節面 に見 られた関節症性変化,D:左 脛 骨 と距骨 に見 られた踵鋸面 .
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